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まずはゼオライトのアンモニア吸着性能について、初期アンモニア濃度 5000 mg L-1の条件で実験を行い、
アンモニアの吸着容量が 78.83 mg g-1であり、吸着動力学的解析の結果、アンモニア吸着の反応速度方程式
は pseudo-second-order モデル(R2=0.987)に適合し、吸着等温線は Langmuir モデル(R2=0.9863) と
Freundlichモデル (R2=0.9846)に適合した。またNa2SO4を脱離溶媒として使用しアンモニア脱着実験を行
った結果、200 mg L-1のアンモニア水溶液に対し、最大脱着効率は 38.2 ％に達成し、その場合の脱着液の
アンモニア濃度は 76.4 mg L-1であった。 
また、アンモニア固定床材料としてナイロン製ネットでゼオライトを包んだものを中温メタン発酵リアク
タ上部から吊して添加し、ゼオライト添加なしのコントロール実験と比較した。33日間、35 ℃の回分式メ
タン発酵では、コントロールの場合はメタン収率 146.4 mL g-1-VS、スタートアップ時間 20日であるのに対
し、固定床発酵槽の場合はメタン収率が 354.2 mL g-1-VSに達し、スタートアップ時間 13日であった。ゼ
オライト固定床発酵槽とコントロールの COD除去率はそれぞれ 75.37 % と 35.1 %であった。つまり、スタ
ートアップ時間が短縮でき、メタン収率や CODの除去率も向上した。さらに、ゼオライトの添加量は 10 g l-1






床式発酵槽スタートアップ時間 12日間に対し、循環式発酵槽では 7日間と、スタートアップ時間を 5日間
短縮できたことから、さらにメタン生産性も改善されたと考えられる。ゼオライトの添加量 30 g l-1の固定床
リアクタを用いた 56日間の発酵ではメタン生成量は 5.75 L L-1-bioreactorに対し、10 g L-1、20 g L-1、30 g 
L-1 、50 g L-1充填したゼオライト循環式リアクタの場合のメタン生成量はそれぞれ 5.15 L L-1-bioreactor、















平成 27年 1月 20日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判断された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
